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「スイッチの工夫」 
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 豆電球を使ったおもちゃづくりは、作るもののどこ

かに回路が組み込まれている必要がある。当然、スイ

ッチが必要なわけで、それがなければ、「点きっぱな

し」「消えっぱなし」になってしまう。今回の子ども

たちの活動でも、「スイッチを工夫しよう」という観

点を強く意識させた。 

 一番簡単な「スイッチ」は「電池を抜き差しする」

「豆電球をゆるめる・締める」というものだ。一番最

初に思いつくスイッチといえる。しかし、電池や豆電

球が内部に組み込まれていると、この手は使えない。

そもそも「スイッチ」としてはカッコワルイ。 

 子どもたちの活動を見ていると、スイッチがどんど

ん進化してゆくのがわかる。その面白い例を見てみよ

う。 

 

 これは「竹取物語」という美しい名前の作品。プラ

コップを竹に見立てて、それが割れると、中の豆電球

が点灯する・・・という仕組みである。「コップを閉

めると点く」というのは比較的簡単だが、「開けると

点く」というのは難しい。この作者は、相当に苦労し

ていたが、コップの外側に電極をつけてスイッチとし

た。しかし、接触が悪く、豆電球がしっかり点灯しな

い。そこで、蓋に相当するコップに、重り（廃電池）

を入れることで、接触を改善して、問題を解決してい

た。かぐや姫が誕生するシーンを、見事に再現したす

ばらしい作品である。 

 これは「点滅風車」

という作品。風車の先

端にアルミホイルが

ついていて、その内側

に２本の電極がある。

風車が回ると、接触し

た時だけ豆電球が点

灯する・・・というハ

イテクな仕組みであ

る。これは、接触が難

しく、なかなか成功し

なかったが、最終的に

は点滅する様子がわ

かった。 

 

 

これは「光りハウス」というかわいい作品。最初は屋

根の上に単純なスイッチがついていた。「ドアを閉め

たら灯りがついたら面白いのに・・・」という友達の

アドバイスをもらって、そうしようと努力したが、で

きずに困っていた。私が、その接触部分（電極）だけ

を、作り方を教えた。何度も作り直いて、やっと成功

した時は、泣きそうな顔をして喜んでいた。 

 まだまだすごいスイッチが目白押し。子どもたちの

探究心・創造性は∞！       （つづく） 


